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目的別に粒度をコントロールできる技術の開発!
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ダム堆砂分級工法の事例

・高滝ダム現地実験

土砂投入バックホウ

定量フィーダー実験用土砂

ハイメッシュ
セパレータ
（1次処理）

トロンメル
（前処理）

サイクロン付
振動篩

（2次処理）

水処理装置

実験期間 2020年1月末～2月中旬(見学会：2/5, 2/12, 2/14）

実験サイト 千葉県高滝ダム上流側導流堤上

実験用土砂 高滝ダム堆積土砂（細砂）→ 粒径調整に粗粒分を追加

処理能力 50m3/hr （取扱原泥量：10m3/回）

10mm以上

2～10mm

0.075～2mm
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・港湾浚渫土の分級事例

・分級砂のシルト以下が10%
・凝集前泥水には0.030mm以上

の土粒子が5%以下

高い分級性能を有する

※本工法は、東日本大震災による津波堆積土の分級処理にも適用

事例名 大分県中津中津港航路浚渫工事

適用工法 ソイルセパレータ・マルチ工法

目的 浚渫土砂を砂分と細粒分に分級し、砂分の有効利用と処
分量の削減（全体処理量：約1,200m3）

処理能力 60～100m3/hr
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試験用土砂

二次処理産物

目標レンジ
75μm～2mm オーバーカット

2mm以上
アンダーカット
75μm以下

2mm以上
含有率0%

75μm以下
含有率10%

・約10m3/回の土砂分級を日
を変え3回実施
・オーバーカット：2mm以上
含有率はほぼ0%
・アンダーカット：75μmの
含有率は10％を概ね満足

本システムによる高い分級処
理品質の再現性を確認

3

分級処理

余水処理

放流時の水質測定結果一覧

※千葉県の海域以外の排水基準 （5.8≦pH≦8.6）を満足

測定日 1/28 1/30 2/5 2/14 2/15 2/17
濁度 4 4 1 5 2 2
pH 7.2 7.1 7.4 7.3 5.8 7.1

泥水中の細粒土砂(2次処理後) PAC＋高分子凝集剤 凝集沈殿
洗浄水を循環・再利用（＝水使用量の抑制）

YBMax ドロンパK

◎細粒分処理技術
天然成分由来の凝集沈殿剤 YBmax、
ドロンパK にて試験を実施
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・R03年度分級実験（相模・矢作・高滝ダム堆積土砂）

実験期間 2023年1月19日～1月28日

実験サイト 千葉県市原市ラサテック(株)工場ヤード

目的 分級精度の向上、コストの低減

実験用土砂 相模ダム(Fc=59.8%)、矢作ダム(Fc=67.4%)、高滝ダム(Fc=4.9%)
堆積土砂 → 単体及び粒径調整（ブレンド）

一次処理 二次処理 水処理

ドラムウォッシャー
（2段振動スクリーン併設）

サイクロン
（振動スクリーン併設）

1段目：残土（15mm以上）
2段目：残土（2mm～15mm）

残土（0.075～2mm）

加水 加水

サイクロン打込み泥水槽
2段振動篩
（1次処理）

ドラムウォッシャー
（1次処理）

サイクロン付
振動篩

（2次処理）

上段：15mm以上

下段：2mm～15mm

・分級前の解泥効果を追加
・分級工程をスリム化

ドラムウォッシャー実機 ドラム内部4
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